
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どんど焼き –菅沼集落-  １月１５日（日） ３２人参加 ○集  

 

左義長 –上相川集落-  １月１５日（日） 約２０人参加 ○集  

 

左義長 –日下集落-  １月１５日（日） ３０人参加 ○集  

 

 菅沼集落では今年も縮小した形となりましたが、当日の

朝から村の関係者と消防団で小雨の中、前年に山で刈った

萱を使用し、櫓を組み上げる事ができました。 

まだまだコロナ感染者が多く発生している中、マスクを

着用して多くの方が集まり、兎年の方々にたいまつで火入

れを行ってもらいましたが、萱が湿っていたため櫓全体の

火のまわりが悪く餅やするめを焼くのに手惑いながらも無

病息災や家内安全等を願いながら食べている姿が見られま

した。 

 年々高齢者の参加人数が減り、幼児の参加が少しずつ増

えてきたので、菅沼のどんど焼きが子供達にとって、思い

出に残るような企画を考えたいと思いました。 

 今年の上相川のどんど焼きは、1月 15日に開催しました。

昨年 12 月末に大雪に見舞われましたが、1 月に入り雨が続

き雪もほとんど消えた為、除雪作業もなく楽にやぐらの材料

を農道まで運ぶことができてよかったです。組み立ては朝 8

時から集合し、小学生 3 人、集落の方々十数人で、やぐらを

組み立てました。 

 点火の方は毎年夕方にしていましたが、今年は午後 1 時に

しました。 

 集落の方々にお酒を振る舞い、そして皆さんは竹にもちや

スルメを挟み焼いて美味しく食べていました。 

 早めに点火した為、後片付けの方も多くの方々が残ってく

れて助かりました。来年も昼過ぎに点火予定です。 

 去る 1月 15日（日）日下集落センター前の農道におい

て毎年恒例の左義長を開催しました。辺りも暗くなってき

た 17 時に点火。午前中、準備の際に降ってきた雪もほぼ

止み、天気も良好！！点火の際には、数名しかいなかった

区民も火の勢いと共に徐々に集まりだし、まずは一安心。

みんな各々用意した餅やスルメを焼いたりと、約１時間の

行事も無事終了しました。 

「大好きさべり」と友達になろう！！ 

左記のアカウントに友達追加して、山辺里地区の

最新情報をチェックしよう！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼いたかき餅 揚げかき餅とあられ あられ かき餅 

厳寒期に楽しめる保存食として、「かき餅」、「あられ」があります。 

12月末についた正月用の餅類は、ついてから 10日くらいでカビが生えてきて、食べられなくなります。 

昭和年代には多くの家庭で小正月に餅をついていたものです。それと同時に、かき餅用の餅やあられ用の

餅をついたものでした。かき餅用の餅は、ごまを入れ塩あじや多少甘味のある餅にし、あられ用の餅は、食紅

で赤や緑色の餅にしたものです。かき餅は、ついた餅をうすく短冊状に切り、あられは、5ｍｍ～1cm くら

いのさいの目状に切り、保存しておき、必要に応じて、かき餅やあられにして、お茶のみ話のお茶うけや子供

たちのおやつ食べました。 

いわゆる”寒”の入りの 1 月上旬頃から立春までの”寒”の期間は、一年のなかで最も寒い時期です。こ

の時期は、低温で乾燥しやすいため、カビが生えにくく、また、餅をうすく切ったり、小さくさいの目にする

ことで、水分を抜けやすくし、カビを生えにくくします。このため、かき餅やあられは、長く保存が効きま

す。気候や餅の特徴をとらえた人々の永年の生活の知恵から生まれた餅の保存方法です。(現在は様々な保存

方法がありますが。) 

現在の米菓メーカーのせんべいやおかき、あられなどは、農家の人たちが知恵を出して生み出した素朴な

味わいの「かき餅」や「あられ」が、その原形といっても過言ではありません。 

 

発掘・発信部会では、山辺里地区の魅力や旬な話題をシリーズで紹介していきます 

 

健民少年団山辺里地区隊 
活動報告 

▼団員は自分のスキー・スノーボードの技量に合わせて

班に分かれ、インストラクターや指導者から熱のこもっ

た指導を受けレベルアップに取り組みました。山辺里地

区隊は比較的スキーやスノーボードを経験している団員

が多く、エッジの使い方が上手でした。午前中は立つの

がやっとだった団員も午後にはリフトに乗り、ゆっくり

ながらも自力で滑ることが出来ました。来年も参加し更

に上達してほしいです。▼次の活動は今年度最後の活動

「思い出づくり活動」です。最高の思い出を作りましょ

う。また、令和５年度の団員募集も近日中に開始します。

多くの児童生徒からの入団をお待ちしています！ 
 

スキー・スノボ交歓研修会 

▼２月４日（土）ニノックス・スノーパークを会場に新

潟県健民少年団連合会「スキー・スノボ交歓研修会」を

行いました。今回の活動は、村上市健民少年団と新発田

市健民少年団との秋の村上団創立 60 周年記念事業に次

ぐ合同活動のため、団員たちは久しぶりの再会に話が弾

んでいました。 


